
≠つマクっで奨勉いね
ギーコ、ギーコ、のこを引く　曲っていな

いかな、まつすく引けるよだいじょうぶ

　シュッシュッ、シュッシュッ、かんなで

削る　リズム「こ合わせて調子よく　気持ち

がいいね、木目がみるみるきれいになって

　トントン、トントン、くぎを打つ　金づ

ち持って最後の仕上げ

　むずかしいね…私の本立て　てもi堅レい

ね…「手づくり」って
〈日向木の芽会の協力で開かれた「夏休み子ども木工教室」1四日、市教育委員会主催〉

広報

τ♪ゆδ〔が ψ
　　　　　■住みたくなる日向つくりを…2．3ページ

　　　　　■標語を募集します…4ページ　■検診を

受けないのは自殺行為甲5ページ　■みんなのベージ

／自慢の魚拓・がんば．っちょるヨー一・日向っ∫．ほか…

6，7ページ　■適材適所で能力を生かそう・フォトニ

ュースほか…8，9ページ　■伝言板…10．1L12ページ

－
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後期（S61～65）基本計画を策定2

　
市
は
、
昭
和
六
十
五
年
を
目
標
に
し
た
瓦
年
聞
の
「
新
目
向
市
総

合
計
画
〔
後
期
基
本
計
画
）
」
を
定
め
圭
し
た

　
後
期
計
画
は
．
市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全
で
快
適
な
環
境
の
も
と

で
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
基
本
と
な
る
も
の
で
す
．

　
今
後
、
市
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
一
．
卜
．
世
紀
の
基
礎
固
め
と

し
て
さ
ま
ざ
ま
施
策
を
進
め
、
　
「
だ
れ
も
が
住
み
た
く
な
る
都
市
」

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
今
月
ロ
ゲ
は
、
こ
の
計
画
の
中
の
重
点
施
策
を
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介

し
ま
す
．
．

高
齢
化
社
会
に
備
え
て

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
に
お
も
な
老
入

福
祉
対
策
と
し
て
、
敬
老
年
金
支
給

事
業
を
は
じ
め
、
一
人
暮
ら
し
老
人

の
訪
問
事
業
、
日
常
生
活
用
U
パ
の
給

付
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
、
一
毛

寝
た
き
り
老
八
の
移
動
入
浴
車
派
遣

事
業
な
ど
、
各
種
虹
r
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
今
後
の
基
本
的
な
施
策
と
し
て
は
、

①
老
人
の
社
会
参
加
と
連
帯
感
を
促

進
す
る
老
入
ク
ラ
ブ
の
育
成
強
化
お

よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
2
老

人
の
雇
用
促
進
を
は
か
る
た
め
の
高

齢
者
龍
聴
力
活
用
推
進
協
義
目
の
充
実

お
よ
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

設
置
③
一
入
暮
ら
し
、
寝
た
き
り

老
入
世
帯
へ
の
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

や
福
祉
電
マ
雨
の
設
叩
直
な
ど
在
宅
垣
照
祉

安全で住みよいまちづくりを進めます（鶴町上空から南西を望む）

「

●　
…
卍

一
一
，

の
む
兀
宝
へ
　
．
1
．
卜
尚
齢
レ
百
が
、
生
キ
、
が
い

の
あ
る
明
る
い
琶
後
を
送
れ
る
よ
う

h
尚
齢
者
教
室
を
は
じ
め
、
趣
味
、
冊
．
∬

術
、
迄
化
孟
動
に
進
ん
4
、
参
加
で
き

る
場
や
機
会
の
拡
充
に
努
め
る
．

な
レ
ー
キ
一
あ
げ
ガ
、
い
ま
上
．
｝

　
ま
た
、
L
尚
齢
尉
首
の
地
域
活
動
の
拠

点
と
な
る
施
し
匹
の
ギ
備
も
巡
め
ま
す
．

　
保
健
衛
生
面
で
は
、
成
人
へ
病
対
凌

が
重
要
な
課
題
で
す
　
日
p
期
発
見
、

治
療
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
検
診

を
こ
れ
ま
て
以
上
に
実
施
し
、
　
一
方

で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
成
入
病

を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
各
種
施

策
を
進
め
ま
す
．
、

曽

高
度
情
報
化
ヘ
ジ
ャ
ン
プ

　
現
代
は
肯
制
度
情
報
化
時
代
．
．
こ
の

社
会
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
を
フ
ル
に
活
用

し
て
総
合
的
、
磧
極
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
．

　
市
は
、
五
卜
八
年
四
月
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
草
ノ
へ
、
へ
7
年
－
の
．
九
目
目
に

は
住
民
情
報
オ
ン
ラ
イ
ン
の
　
部
が

舞論
　　　　ズ　　㌔．）　’
　　　　、　　　　　　　㌔

・筑
完
成
し
業
務
を
行
．
・
．
て
い
ま
す
．

　
へ
一
望
は
、
税
情
報
を
は
じ
め
、
印

鑑
証
明
、
水
道
、
財
務
会
計
に
つ
い

濯
、
も
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
、
処
理
時
聞

の
厨
∵
舶
、
突
心
目
艦
r
務
の
．
．
垢
化
、
事

務
の
正
雌
＆
－
．
　
．
と
い
一
・
ノ
た
レ
巾
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
ヒ
を
は
か
り
ま
す
．
さ

ら
に
、
．
パ
ソ
コ
ン
や
ワ
ー
．
フ
ロ
ガ
ヒ

の
O
A
機
器
に
つ
い
て
も
￥
入
を
検

諒
し
、
効
率
的
な
事
務
処
理
を
進
め

る
こ
と
に
し
て
い
圭
す

　
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
災

宝
口
時
の
情
…
報
伝
r
達
レ
一
い
・
つ
観
占
…
か
ら

軟
備
拡
充
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
市

内
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
愛
好
家
と
の
連

携
を
は
か
り
ま
す
．
、

　
つ
ぎ
に
、
．
電
活
や
郵
便
に
よ
る
通

信
村
策
．
．
、
市
街
化
区
域
内
の
開
一
走

に
伴
う
住
宅
の
変
化
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
住
宅
用
厄
話
の
即
時

設
置
、
公
衆
冠
活
や
ポ
ス
ト
の
増
設

を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ー
ー
ま
せ
ん
．
．

ま
た
．
郵
便
集
配
事
務
の
効
率
的
な

編
成
に
つ
い
て
も
検
訂
し
、
増
加
す

る
郵
便
物
に
村
応
ず
る
よ
う
関
係
機

関
に
働
き
か
け
ま
す
”
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高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
効
果
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
、
国
道
1
0
号
線
を
中
心
に
鎧
号

線
、
県
道
、
都
市
註
画
街
路
な
ど
、

地
域
内
を
循
環
す
る
道
路
網
の
整
備

を
進
め
ま
す
が
、
就
業
の
場
の
確
保

や
広
域
観
光
開
発
を
は
か
り
な
が
ら

死
州
一
の
物
流
拠
点
と
し
て
の
「
日
向

市
」
を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
都
市
間

を
結
ぶ
東
L
几
州
従
貫
肯
同
速
道
路
の
建

設
促
進
を
は
じ
め
、
港
湾
機
能
の
充

一
夫
、
「
四
」
几
州
と
キ
　
結
ぶ
道
路
の
軟
備
…

が
必
要
で
す
。

　
と
く
に
、
高
速
自
動
卓
道
は
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
は
必
要
不
可

欠
で
、
県
．
他
市
町
村
と
も
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
路
線
法
｛
叱
化
と
目
吊
期

旨
有
工
を
M
国
へ
強
く
要
醐
し
て
い
き

ま
す
．
．

　
　
方
、
高
度
化
、
高
速
化
を
糺
け

る
経
済
社
会
に
対
応
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
関
係
市
町
村
と
の
連
携
の

も
と
に
「
小
刑
売
港
」
の
実
現
に
向

’．

ﾄ
積
極
的
な
検
諒
を
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
．
高
速
道
路
の
完
成
に

は
相
当
の
年
月
が
か
か
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
、
．
関
北
に
空
港
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
で
．
近
隣
主
要
都
市
間
の
2

点
閲
輸
送
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

問
題
も
解
消
で
き
．
諸
経
済
活
動
や

企
業
誘
致
の
面
か
ら
も
県
北
地
域
の

発
展
に
か
な
り
有
利
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
．
．

国
際
社
会
へ
は
ば
た
く

　
現
代
一
の
企
裳
活
動
は
、
国
際
的
把
匹

野
の
中
で
展
開
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
面

で
諸
外
国
の
影
響
タ
ニ
受
け
て
い
ま

す
．
．
し
た
が
・
．
て
、
　
新
産
業
都
市

卑
し
眠
の
中
に
あ
り
な
が
ら
低
迷
を
続

け
て
い
る
市
の
工
業
に
つ
い
て
も
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
広
く
国
際
社
会
に

目
を
向
け
．
朴
酒
動
向
や
消
費
動
向

を
つ
か
み
．
柔
軟
に
対
応
で
き
る
企

裳
経
営
が
必
要
で
す
．
、

　
B
向
市
は
、
へ
一
年
の
．
一
月
、
中
国

幽
幽
市
と
友
好
都
市
の
．
縁
結
び
を
し

ま
し
た
．
．
中
国
で
は
需
要
の
見
込
め

る
木
材
な
ビ
に
つ
い
て
も
大
量
輸
出

滋

ゑ

　，r．．
、．

∀’．一．：，　レ
。．

Oド

！2、塊
．
藩

　
。
。
歴

日
ど

冒
レ．9

を
検
討
し
ま
す
。

　
　
方
、
国
際
貿
易
潜
と
し
て
の
役

割
を
担
う
「
細
鼎
～
工
業
港
」
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
各
種
施
設
も
整
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
港
内
の
し
ゅ
ん
せ
つ

や
給
水
施
設
、
荷
し
げ
施
設
な
ど
の

整
備
に
加
え
て
、
白
浜
地
区
の
五
万

∫
級
バ
ー
ス
の
汎
収
｝
直
や
、
卍
口
川
地
げ
匹

の
ふ
項
お
よ
び
工
業
団
地
の
造
成
に

つ
い
て
も
関
係
機
関
へ
強
く
要
消
し

て
い
き
ま
す
．
．

交
化
へ
の
視
点

　
市
の
羽
化
活
動
団
体
は
約
四
卜
．

そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
が
．
発
表
の
場
を
自
力
で
設

定
し
．
そ
の
活
動
を
広
く
市
民
の
周

知
さ
せ
て
い
る
団
体
は
少
な
い
よ
う

で
す
，
、

　
ま
た
、
行
政
が
主
催
す
る
美
術
展

覧
会
や
総
合
文
化
祭
な
ど
に
は
か
な

り
の
参
加
が
あ
り
ま
す
が
、
固
定
化

の
傾
向
に
あ
り
、
よ
り
広
い
範
囲
の

市
民
が
参
加
す
る
催
し
の
検
討
が
必

要
で
す
．
．

．
陀

ん」
　》阜

「
I
i

た

噛噴｝

　
さ
ら
に
は
、
文
化
施
馬
や
市
民
の

文
化
ん
識
の
高
揚
も
今
後
の
課
題
て

す　
基
本
的
な
施
策
と
し
て
は
、
．
1
固

化
団
体
の
創
免
厄
性
、
自
主
性
を
惇
弔

し
な
が
ら
育
成
強
化
を
は
か
る
　
「
2
〕
行

田
史
化
の
高
揚
と
振
興
を
は
か
る
た

め
、
文
化
会
館
の
建
設
を
推
進
す
る

　
⑫
野
外
文
化
活
動
の
場
と
」
て
、

野
外
ホ
ー
ル
を
し
賦
卜
す
る
　
4
優
れ

た
芸
術
、
芸
能
に
つ
い
て
広
く
市
民

に
鑑
賞
す
る
機
会
を
設
定
す
る
　
雪
〕

「
物
づ
く
り
に
　
％
の
文
化
」
を
提

唱
し
て
、
市
民
　
人
．
人
の
文
化
意

識
の
高
揚
を
は
か
る
．
．
－
　
の
五
つ
の

村
を
中
心
に
進
め
ま
す
．
．

　
つ
ぎ
に
文
化
財
に
つ
い
て
の
縮
　

策
．
－
．
1

　
文
化
財
の
調
査
、
保
存
一
に
つ
い
て

は
、
行
政
側
の
取
り
組
み
も
重
要
な

課
題
で
す
が
、
市
民
．
人
　
人
が
市

民
の
財
産
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

保
“
し
て
い
く
姿
勢
が
た
い
せ
つ

で
す

　
比
悟
本
的
に
は
、
丁
尻
耕
一
冒
い
文
化
財

発
掘
の
た
め
の
学
術
的
調
査
を
進
め

る
　
⑥
、
市
民
の
文
化
財
に
対
す
る
認

識
レ
一
保
護
ん
識
を
」
局
め
る
た
め
、
P

R
ウ
声
仔
う
　
③
美
〃
、
津
の
伝
統
的
建

造
物
群
に
つ
い
て
は
、
住
民
と
　
体

と
な
’
．
た
保
存
事
集
キ
戸
∬
い
、
q
些

｛
疋
へ
向
け
て
板
版
一
的
な
運
動
を
展
…
圃

す
る
　
T
’
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て

も
、
推
進
体
制
の
充
実
を
は
か
る
一
．

　
な
ど
、
各
種
施
策
亭
一
進
め
て
い
キ
、

ま
す
．
　
　
　
　
・

欲
し
い
か
た
へ
は
実
費
で
お
分
け
し
ま
す

　
後
期
基
本
計
画
は
．
各
種
統
計
資

料
や
一
当
民
並
～
識
調
査
の
デ
ー
タ
を
も

趨
鑑

と
に
原
案
を
作
成
、
さ
ら
に
↑
巾
民
の

代
表
二
卜
人
で
構
成
す
る
「
統
合
計

画
審
議
会
」
で
協
議
し
て
策
（
疋
さ
れ

ま
し
た
朋
、

　
市
は
、
同
註
画
馳
日
か
欲
し
い
か
た

へ
失
費
で
お
分
け
し
て
い
ま
す
．
五

年
後
の
目
向
市
…
．
、
の
ぞ
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
く
わ
し
く
は
、
市
企
画
財

政
課
〔
君
内
線
二
．
一
一
．
．
一
）
　
へ
．
、
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引
証
m
を
墓
画
集
し
ま
す

　
　
9
月
1
0
日
は
「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」

　
九
月
十
日
は
「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」
。
こ
れ
は
、
下
水
道
建
設
の

必
要
性
や
下
水
道
に
対
し
て
理
解
と

関
心
を
深
め
て
も
ら
い
、
全
国
的
に

促
進
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
、
そ
の
推

進
を
は
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
行
事
の
一
環
と
し

て
「
出
語
」
を
つ
ぎ
の
要
領
で
募
集
し

ま
す
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
▼
テ
ー
マ
ー
1
下
水
道
の
建
設
促

進
、
管
理
運
営
お
よ
び
水
洗
化
の
普

及
に
関
す
る
も
の

　
▼
応
募
資
格
1
1
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

▼
規
定
1
ー
ハ
ガ
キ
一
枚
に
三
編
以

内
。
　
一
人
何
枚
応
募
さ
れ
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
．
．

　
▼
作
　
品
一
末
発
表
の
も
の
に
限

り
、
入
選
作
品
の
版
権
…
は
」
巾
に
帰
属

し
ま
す
。

．
▼
表
彰
1
1
小
学
生
の
部
、
中
学
生

の
部
お
よ
び
一
般
の
部
で
、
そ
れ
ぞ

れ
特
選
一
点
、
入
選
三
点
を
決
定
し

ま
す
。

　
ま
た
、
入
選
者
に
は
市
長
賞
（
賞

状
と
賞
品
）
を
贈
り
、
そ
の
作
品
は

全
国
表
彰
（
厚
生
大
臣
賞
ほ
か
）
の

対
象
作
品
と
し
て
推
薦
し
ま
す
。

　
▼
応
募
締
め
切
り
一
九
月
レ
日
の

午
後
五
時
ま
で
に
必
着
の
こ
と

　
▼
発
表
1
1
九
目
下
旬
、
入
選
者
に

通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
卜
月
号

に
掲
載
の
予
定
で
す
。

　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
一
市

下
水
道
課
（
君
内
線
二
へ
二
）

交
通
制
限
に
ご
協
力
を

交
通
止
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
地
域
で
も
交

通
制
限
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に

は
前
も
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
現
地
の
み
な
さ

ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
み
な
ざ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
快
適

で
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
下
水
道

整
備
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
交
通
制
限
は
で
き
る
だ
け

短
縮
し
、
十
五
夜
祭
り
期
間
中
は
行

い
ま
せ
ん
。

　
今
年
の
下
水
道
管
理
設
置
工
事
は
、

今
月
下
旬
か
ら
本
町
、
中
町
．
春
原

　
　
　
　
ド
の
た
ロ

町
、
原
町
－
．
．
1
な

ど
の
一
部
で
行
わ

れ
ま
す
　
と
く
に

人
通
り
の
多
い
本

町
の
一
部
（
三
目

月
堂
前
か
ら
日
高

金
物
店
前
ま
で
／

地
図
参
照
）
に
つ

い
て
は
、
h
堀
月
上

旬
か
ら
－
「
月
下
旬

ま
で
の
間
、
全
面

事故ってからでは

　　　　遅すぎる…・

　　レバイクの自門實傑険く

で
す
。
九
月
目
無
保
険

バ
イ
ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
問
。
こ
れ
を
機
会
に
も
う
一
度
保

険
（
共
済
）
の
点
検
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
．
、

　
増
え
て
い
る
…
…

　
バ
イ
ク
が
加
害
者
に
な
る
事
故

　
値
段
も
安
く
、
手
軽
に
乗
れ
る
こ

と
か
ら
、
バ
イ
ク
（
二
五
〇
㏄
以
下
）

の
利
用
者
が
増
え
、
保
有
台
数
は
六

十
年
度
末
で
干
六
百
六
十
万
台
を
超

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
バ
イ

ク
の
事
故
も
増
え
、
昨
年
は
十
四
万

五
干
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
、

バ
イ
ク
が
加
害
者
と
な
っ
て
い
る
ケ

ー
又
が
四
万
五
干
件
も
あ
り
、
死
傷

　
バ
イ
ク
の
利

用
台
数
の
増
加

　
’
．
T
　
、
　
、
　
　
“
、

こ
墨
　
　
　
　
　
イ

；
f
　
」
　
　
　
　
！

ク
が
加
害
者
と

な
る
事
故
が
増

え
て
い
ま
す
．
、

そ
ん
な
と
き
、

自
賠
責
保
険
〔
共

済
）
が
契
約
切

れ
に
な
っ
て
い

た
ら
た
い
へ
ん

　
（
無
共
済
）

者
も
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
事
故
を
起
こ
す
と
、
被
筈
者
へ
の

補
償
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
バ
イ

ク
保
有
者
が
自
分
の
資
力
だ
け
で
十

分
目
補
償
を
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
（
共
済
）

へ
の
加
∵
人
が
法
律
で
義
務
什
一
け
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
は
自
分
自
身
で

　
あ
な
た
の
バ
イ
ク
の
保
険
〔
共
済
）

は
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
．

　
安
全
遵
転
で
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
心
が
け
る
こ
》
か
何
よ
り
で
す

が
、
も
う
一
度
あ
な
た
自
身
で
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
契

ロ

値
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
．
最
寄
り

の
損
害
保
険
会
社
、
農
協
．
バ
イ
ク

店
で
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
（
共
済
）
は
、
何
よ
り
も
あ

な
た
自
身
の
た
め
”
保
障
”
だ
か
ら

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
留

　
　
　
隔
・
）
　
　
　
占
り

自動車に乗ったらシートベルト

●シートベルトとヘルメット。

どちらも命を守るたいせつなもので

す。忘れすに正しく着用しましょう。

バイクを遷転ずるときはヘルメット

　9月21日～30日秋の全国交通安全運動

　
　
　
　
ユ

，
じ
も
佑
㌧

　
　
5
〆

　
　
　
多
穿

　
　
　
’

　
　
　
’1　ρ

1

還
．
1
」
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検診を受けないのは「自殺行為」

9月はがん征圧月間です

　
「
が
ん
．
・
・
聞
：
レ
一
、
下
馴
7
1
病

レ
一
思
わ
わ
る
か
た
！
ノ
多
∵
一
思
い
ま

す
雌
か
に
か
ん
は
、
κ
卜
六
鞠
以

来
、
心
臓
病
、
脳
」
竿
中
を
抑
え
て
死

亡
原
因
の
ト
　
フ
を
占
め
が
、
い
ま
す

　
㌧
か
し
．
が
ん
も
種
類
に
よ
っ
て

は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
治
ゆ

が
可
能
声
柄
気
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す　
妃
月
は
「
が
ん
袖
引
月
問
　
で
す
．
．

私
た
ち
．
人
　
人
が
、
か
ん
に
関
す

る
1
1
し
い
知
識
を
持
ち
、
自
分
自
身

叫
、
チ
防
を
心
が
け
る
こ
し
一
か
必
要
で

声
蓄
．
　
正
一
「
い
知
識
レ
ー
ン
丁
防
対
モ
東
塩
一
い

ま
　
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
●
を

　
か
ん
～
r
防
に
は
、
ま
す
．
次
予
防

か
あ
り
ま
す
　
次
，
ト
・
防
．
二
は
か

ん
に
か
か
ら
な
い
レ
㌘
つ
二
す
る
　
た

め
、
予
防
で
す
　
評
．
・
は
H
．
彗
体
的
．
．
何

を
す
ア
↓
一
い
ド
の
凧
．
－
L
．
．
．
　
，
㌧

　
ま
す
［
ユ
食
一
山
7
．
改
孟
ロ
　
一
…
旧
理
一

L
夫
を
ら
か
汁
　
り
丁
た
ゆ
｝
や
ア
ル

コ
＝
先
取
り
す
ギ
三
丁
芝
二

・
二
か
お
三
ノ
な
占
「
て
す
　
ご
コ
．
．
つ
を

実
や
二
7
／
。
。
ダ
ィ
し
ゅ
一
沙
．
．

て
ノ
㌧
改
並
目
す
・
．
こ
レ
・
’
．
、
　
か
－
、
・
ノ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

生
は
か
な
り
防
3
る
レ
ニ
わ
フ
．
’
、

ま
才定

期
検
診
は
必
ず
受
け
て
！

　
そ
れ
’
、
も
か
ん
．
ト
か
．
㌔
二
．
評
、
．
一
ま

・．

ｽ
ら
レ
一
う
す
・
　
』
　
　
．
ナ
、
．
r
防
．

を
幽
二
、
い
ア
ま
カ
ん
に
か
か
ら
な
い

・
、
一
は
．
い
い
き
れ
ま
瀦
．
一
ん

　
そ
こ
”
．
・
．
．
．
ナ
、
予
涛
．
か
巳
要
」
一
な
り

三
】
す
な
わ
ち
「
到
ん
泣
胤

　
．
μ
籍
制
度
は
、
．
μ
籍
簿
レ
一
い
・
つ
公

事
に
．
日
本
国
民
　
人
．
尺
に
つ
い

一
、
、
そ
の
出
生
か
ら
死
亡
ま
で
7
2
鉗
祝

f
、
夫
婦
関
係
な
ど
を
双
録
し
て
、

公
に
孤
明
す
る
唯
．
の
制
度
で
す
．

　
そ
し
て
、
私
た
ち
は
．
戸
籍
の
謄
本

や
抄
本
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
国
翰
や
親
族
関
係
を
簡
隼
に
止
明

4
、
き
る
の
で
す
田

　
－
．
・
ら
に
．
戸
箱
は
H
民
基
本
台
帳

レ
ー
三
和
ざ
れ
て
、
そ
れ
を
も
と
に
児

青
・
の
．
へ
学
の
た
め
の
学
齢
簿
や
選
挙

尺
名
簿
な
ど
各
種
の
行
政
暇
薄
か
調

象
・
さ
れ
る
ほ
か
、
国
民
年
金
な
ビ
の

て
．
も
、
．
脂
　
一
7
て
な
川
を
”
　
二
Σ
－
．
・
一

…
・
．
．
・
，
に
す
る
一
へ
．
一
め
ゐ
．
レ
ー
防
∬
．
－
す

ニ
プ
　
．
馬
生
．
・
て
－
；
〕
，
ヘ
一
一
　
　
一

初
　

’
、
．
即
邸
　
　
曜
、
．
二
　
』
・
．
’
、
’

焼
、
妃
焼
を
ワ
　
．
卜
F
州
法
な
　
て

す
　
1
1
．
〔
体
的
．
に
は
、
走
期
1
1
．
に
．
叩
　
へ

程
診
を
受
、
亀
町
・
－
社
＾
∵
㌧
す

み
．
、
．
・
二
「
ロ
華
を
乏
↓
．
る
こ
．
＝
て
す

　
　
，
　
．
　
圏
　
．
、
一
　
オ

　
油
断
は
絶
対
禁
物
で
す

　
か
ん
を
賦
財
「
．
に
発
見
．
二
、
早
目
　
一

　
療
を
受
訴
た
λ
、
は
、
．
r
衝
後
　
T

一
　
「
た
き
へ
　
短
い
p
出
〆
、
き
ま
．
下

日
家
．
一
へ
か
賎
伺
ド
町
に
か
が
弓
や
す
一

門
か
ん
目
．
…
．
早
期
に
ゾ
し
見
．
二
、
　
療

ふ
．
コ
ノ
は
．
完
全
　
旧
Φ
汐
・
一
爪
㎡
’
一
て
は

治
γ
・
た
，
り
‡
歪
r
た

　
圭
た
　
最
近
な
矧
　
一
多
’
．
．
み
　
ノ
　

・
孔
’
～
も
．
自
分
自
身
．
’
、
て
き
る

検
診
注
が
、
目
叫
亡
兄
／
呵
能
で
下

行
政
無
情
ゐ
μ
礎
責
豹
と
一
二
、
た
き

な
役
割
を
紺
∵
、
’
、
い
圭
寸
．

　
戸
籍
の
届
け
出

　
．
μ
耗
馴
中
度
は
、
国
民
か
ら
外
画
罪
h

出
を
尋
礎
h
成
業
L
．
L
「
，
て
い
ま
す

」
た
か
’
、
ズ
、
、
正
鵠
叩
で
．
し
か
も
迅

戸
籍
制
度
と
は
…

速
な
届
け
出
力
な
3
ノ
は
．
そ
俳
．
目

的
は
達
せ
・
リ
れ
ま
せ
ん

　
出
硅
、
死
し
し
な
レ
あ
車
裳
な
届
け

出
に
つ
い
て
は
、
父
母
や
同
居
．
．
「
て

い
る
親
族
な
ど
か
r
、
一
定
期
間
内
に

　ヨヘ
ー學

コL〆～

》，彰

；

　，　　、
　7　亀＼
　せ　　　　　　l

　　　r　⊃

◎㌧＝

　　　　　ξ　　　，
　　　　　溜．
　＼

「’

D1慶＿，

り♪

健
㌧｝と

を

硲

か

め
7、

る

す

検

を
・乏

物・　’
『．′秩@　、TlT

G． p　　を．

　　た

へ．　　ま
は　　　．i．

♂・i　　一P

，二　；田

お幽．

芦　は

　　●

イ「

弓

縮

ち

な

雑学’・．

　　由

π掻’

多
1

る
「1r

　
ヨ

写

．i

’L

を

i［

わ
　　1

　　恥，

　　発
，　」

　　ゼ

健つ
．勢ざ

届
汁
出
る
よ
　
義
務
づ
け
ら
れ
て
．
“

ま
す
　
ご
、
F
’
、
届
け
出
を
台
心
つ
た
場

合
に
は
、
過
料
の
制
裁
か
科
せ
ら
れ

み
こ
一
と
に
な
「
、
イ
、
い
ま
す

　
ま
た
、
嶋
姐
や
養
子
縁
組
み
を
幽
’

よ
ノ
レ
一
い
う
か
た
は
、
口
由
け
出
即
が
必

要
て
あ
る
こ
レ
一
は
二
．
目
う
ま
で
も
あ
り

ま
紳
．
ニ
へ

　
な
お
．
届
け
出
は
原
則
と
r
二
・
本

人
汚
本
糊
地
ま
た
は
届
汁
出
人
の
所
．

量
地
の
市
町
村
役
場
に
す
る
こ
レ
一
に

な
・
．
’
、
い
ま
す

　
一
わ
－
’
：
は
．
市
・
志
民
課
［
君

内
線
ニ
ー
－
　
．
．
．
・
．
瓦
．
．
．
．
．
〕
へ

　
生
活
用
具
を
支
給

　
巾
は
、
r
甲
度
・
．
．
障
‘
名
や
・
砦
一
、

」
！
わ
年
寄
り
を
疑
、
雛
に
　
　
昂
弓

r
－
用
目
　
を
芝
給
　
・
て
ド
圭
コ

　
肢
体
の
不
自
由
な
か
た

　
　
・
κ
・
・
，
、
湯
辞
溢
、
才
殊
直
器
、

　
窄
　
　
　
　
　
　
　
「
　
．
　
　
　
、
，
h
＝

十
τ
な
　
　
　
　
　
　
　

r
　
　
　
　
　
，

　
目
の
不
自
由
な
か
た

　
」
目
∵
．
へ
ね
子
　
　
「
．
．
ン
コ
　
ケ
　
　
、
捨
・

－、

w
　
ほ
．
ぐ
／
ム
ス
ノ
．
、
．
千
な
、
＝

　
耳
の
不
自
由
な
か
た

　
甚
．
㌧
．
：
　
　
！
ス
ぐ
　
　
．
　
　
7
．
恢
　
く

1｝［

nI

お父さん！子漏聞いたの天気図見たの

　　　　ii

　　　　　1

南．　」1．1

を

幸1■、ゴ

・｝ト’イ

務ξ

「勺

く

7

「「

斡

・
三

　
臨

　　

q
】

側
書
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塾

　
文
久
一
．
年
〔
．
氏
六
　
．
年
〕
四
月
、

h
尽
都
伏
見
の
船
宿
「
丁
田
屋
」
で
は
、

徳
川
幕
府
に
．
不
満
を
も
つ
薩
摩
藩
…
七

が
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
勤
E
志

十
た
ち
と
ク
ー
デ
タ
ー
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
、
．

　
ち
ょ
う
ビ
そ
の
こ
ろ
、
京
都
に
い

た
巨
呵
津
久
光
〔
薩
一
摩
藩
士
の
長
老
）

は
、
藩
b
た
ち
の
詐
画
を
知
り
、
寺

田
屋
に
使
者
を
送
r
ノ
て
ク
ー
デ
タ
ー

を
中
止
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

藩
士
た
ち
が
説
得
に
応
ヒ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
乱
闘
一
と
な
り
、
六
人
が
死

亡
、
．
一
入
が
重
傷
を
負
い
ま
し
た
．
．

こ
れ
が
「
寺
田
屋
騒
動
」
と
い
わ
れ

る
有
名
な
事
件
で
す
。

　
ク
ー
デ
9
1
に
加
わ
ろ
う
と
し
た

し
い
し
た
ち
は
、
・
島
津
久
光
の
使
者
に

捕
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
に
送
り
帰

さ
れ
ま
し
た
か
、
中
に
は
疏
摩
藷
ヒ

と
と
も
に
鹿
児
良
呵
へ
連
行
さ
れ
た
藩

し
も
い
る
よ
う
で
す
．
．

　
薩
摩
藩
の
　
行
は
四
月
一
．
十
ヒ
日

に
船
で
大
阪
を
申
…
発
、
鹿
児
良
朔
へ
－
同

い
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
い
た
秋
月

藩
〔
黒
田
家
　
の
海
賀
宮
門
や
中
村

主
計
、
r
菓
郁
太
郎
の
．
．
．
入
は
細
巨
呵

で
蔭
摩
庸
肚
に
殺
さ
れ
て
い
ま
す
．

「
止
法
与
年
中
日
．
酋
に
よ
れ
ば
、

．
．
八
の
黒
体
は
細
島
の
「
占
雌
磯
の

端
」
で
発
見
さ
れ
、
付
近
に
「
里
…
田

家
臣
…
赤
心
報
国
…
海
賀
直
求
」
と

　
．
．
一
人
が
、
い
r
．
た
い
何
の
た
め
に
、

だ
れ
の
手
で
殺
さ
れ
た
の
か
は
判
明

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
．
．
．
八
の
菓
は
「
幕

末
勤
．
E
家
海
幕
宮
門
外
、
一
」
の
墓
」

〔
通
称
・
里
…
田
の
家
臣
の
墓
）
レ
　
し

て
．
県
指
定
の
史
跡
と
な
っ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
…
度
お
出

か
け
く
だ
さ
い
．
、
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．
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受
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．
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ニ
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へ
’
年
の
5
月
4
日
、
美
々
津
の
．

ツ
袖
u
〔
ヒ
ツ
バ
エ
目
．
取
北
の
良
呵
）
で
釣

’．

ｽ
チ
ヌ
で
す
．
．

　
い
つ
も
の
メ
ン
パ
ー
シ
ー
3
人
で
碑
干

を
出
し
た
の
が
午
辿
剛
5
時
　
ド
げ
潮

4
分
の
午
前
6
．
時
ご
ろ
で
し
た
ね
：
・

・
：
　
比
較
的
ゆ
っ
く
り
，
げ
き
が
海
中

へ
…
．
、
乗
っ
込
み
チ
ズ
独
特
の
あ
の

ア
タ
リ
で
す
．
、
体
長
5
3
　
．
、
野
、
あ

り
算
し
た
．
．
し
か
け
は
道
糸
3
号
、

ハ
リ
ス
2
号
で
、
え
さ
は
沌
ア
ミ
．
、

　
こ
の
日
の
成
果
は
、
こ
の
∬
．
と

や
は
り
チ
ズ
〔
2
．
へ
の
2
枚
だ
け

ど
う
い
う
わ
け
か
、
月
・
，
た
の
は
私
　

人
で
し
た
．
つ
い
て
ま
し
た
ね
．
．

　
釣
り
麻
は
1
5
年
は
ビ
に
な
リ
圭
す

が
…
　
父
が
好
き
で
し
た
か
ら
、
梱

れ
立
っ
て
細
島
の
サ
ン
ボ
ウ
あ
た
り

ま
で
よ
く
出
か
け
ま
し
た
　
止
7
1
時
は

魚
も
多
か
っ
た
…
、
．

　
い
ま
で
は
、
休
日
シ
一
」
U
な
れ
ば
硫
干

を
出
さ
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
ほ
ビ

の
疑
り
よ
う
て
…
．
困
っ
た
も
ん
で

す
．
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
美
々
津

の
し
ツ
バ
エ
や
L
々
呂
・
赤
水
の
鞍

掛
な
ど
．
、
お
も
一
・
一
チ
ヌ
が
甫
オ
門
で
す
．
，

　
ま
た
、
釣
り
ク
ラ
ブ
　
黒
潮
会
〕

の
ヘ
ム
．
「
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U
任
さ
れ
て
い
ま
す
、
釣
り

大
へ
．
ム
は
よ
く
釣
れ
る
時
期
に
年
4
回

ほ
ど
開
き
ま
す
が
、
一
－
　
回
、
ヘ
ム
ロ
只

｛
も
病
、
開
ノ
、
醐
阿
へ
云
’
U
楽
一
ぽ
み
・
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．
．
．
田
心
い

出
活
し
ゃ
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報
交
換
に
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咲
き
ま
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忘
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’
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と
に
ら
め

っ
こ
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，
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∂
っ
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す
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の
せ
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で
し
ょ
う
か
？
・
最

近
の
図
皇
日
田
は
大
勢
の
入
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
．
．
、
読
書
は
入
の
、
心
を
瞳
厭
か

に
し
て
く
れ
る
．
．
．
．
．
と
い
い
ま
す
．
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み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
．

　
新
し
く
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図
書
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▽
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国
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母
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▽
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史
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宮
崎
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〔
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．
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．
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　　　　　市政ニュース・行事は市政テレフォンサービス⑪52－2000へ

■■■■■■關繭翫φ醸騙番号は52－2111番です

で必ず受給してください　代理のかた

でもけっこうです．

　なお、支給当目は通知書〔はがき）

と印鑑を持参してください。

　くわしくは市福祉事務所（智内線56

7、568）へ。

い文字などは、本人の申し出で’常用げ、

字に直すことがてきます．

　くわしくは市・市民課窓【

532、533）または各支所へ．

〔容内線

　　　　　務庁交通安全対策室　交通

　　　　　安全作丈募集係

問い合わせ■．市・市民相談室（麿内線
583）

「我が家の交通安全」の作文

　　　62年詠進歌

　62年歌会始のお題が「木」と定められ

ました（樹と詠んでも可）。

　詠進要領は例年どおりで、期間は9

〔1日から10月11目までです．

　くわしくは市総務課（β内線222）ま

でどうぞ。必要なかたには詠進要領を

送ります。

　　2等陸・海・空士自衛官

　自衛隊宮崎地方連絡部は、2等陸海

空．．七の自衛官を募集しています。

　応募資格は、満18歳から25歳未満の

健康なかたで、入隊すると特別職国家

公務員として給与（初任給月額10万7．4

00円）力支給されるほか、いろいろな

特典があります。

　くわしくは、日向募集事務所（麿52

－6914）または市総務課（君内線223、

224）へ

　総務庁と各種交通安全関係団体は、

交通安全家族会議の作．文をつぎの要領

で．募集しています

テーマ■「我が家の交通安全．1

応募区分■①小学1、2年　②小学3、

　　　　　4年③小学5、6年④
　　　　　中学生　⑤母親・・般一一

　　　　　の5部門

応募方法■小学生の各部および中学生

　　　　　の部は400字臨め原稿用紙

　　　　　3枚以内，母親・一般の部

　　　　　は同原稿用紙5枚以内。ま

　　　　　た、作文には内容にふさわ

　　　　　しい題をつけ、応募区分、

　　　　　住所、郵便番号、氏名、年

　　　　　齢、職業を明記してくださ

　　　　　い．．〔送付先一小学生の各

　　　　　部、中学生の部／〒101東京

　　　　　郡r代田区外神田2－2－17共

　　　　　同ビル（社）目本交通福社協

　　　　　会　交通安全作文募集係，

　　　　　母親・・般の部／〒100東京

　　　　　督15τ・fざE」区：i呈ゼカ1巽13－1－1　総
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’訂正してください
　　　　氏名の誤字、俗字

市は、婚姻、出生などの各種届け出

の際に、氏名の誤字や俗字についても

訂正するよう呼びかけています、
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交通安全スローガンレあせらすにゆするやさしさ待つゆとり

第2種市営住宅〔空き家補充〕

・　’入居者を募噛します
　　　　　　　　　　　　　　　9月1日から13日まで

　市は、市営住宅の入屠者をつぎの要
簿で．募．旧します，

　今回は、空き家が生じた場合．それ

を補充するための募集〔2種のみ｝です．

　また、老人世帯〔1戸）、学身ドヒ帯

（若．レ戸）もあわせて募ります、

募集期間■91］1日目ら13日まて

募集住宅■①．一般世帯…塩田、小松崎、

　　　　．岩脇、美々津、美々津駅前、

　　　　巨オた．．遷F」ヒ亀　ノfく属ミ噛．i＝々呂τ三、

　　　　櫛の山、斬財．市、大原〔5

　　　　棟ク）み〕　貫．琶尺世帯…た

　　　　原「5棟lrり　　3単身世

　　　　帯…二二市r若「「｛〕

入山資格■〔L市内に3かrl以ヒ量rπ｝住、

　　　　または勤務し、現在、住宅

　　　　に困っているかた◎現呑、

　　　　同居または同居し．ようヒす

　　　　る二二〔婚約者を含む〕が

　　　　あるかた　②収入基佳は、

　　　　入居者およひ同屠親族の過

　　　　去1年間の収入が10万円以

　　　　　トで．あること　41住民税の

　　　　滞納がないこと
添f・」．書類■①住民票謄本〔家族全員が

　　　　記械されているもの｝　②．

　　　　60年分の所待証明書　③過

　　　　去1．年間の給ウ．支払1正明

　　　　書。自営業酷なとは同期間

　　　　中の月別収支明細書　遥て

　　　　のほか市力。目求する書類

入居決定■実情を5凋晒して、入曽順位

　　　　を決定、空き家が生じたと

　　　　きに篁絡します
申し込み・問い合わせ■市建設課（倉
［勺来泉335）

　　　　　．しの知識、能力を有すると

　　　　　泌めたかた

提出書類■①受験願書G行総務課にあ

　　　　　ります｝　廿履歴書　③卒

　　　　　業証明書など受験資格を証
　　　　　日月する．言等面　窪〕∫真など

受付．期間■9月22「iから10月4日まで

申し込み・問い合わせ■宮崎県総務部
士也．方、県昏等山奇市f履」由東2丁「．IlO番1．号・

容0985　－24－1111r村線2071、　2072）

　内職あっせんします
　　　　婦人就業援助センター

　県内職センターが、4月から「県婦

人就裳援助センター」と名称を改めて

います

　．業務はこれまでどおり内職をしたい

かた、内職を依頼したいかたの相。炎や

あっせんを行っています，

　埠液種は「．手袋かがり」「ミシンかけ」

「大島紬熾」　　と豊富で、相談と溝

習は毎週月、火、木曜日，うち火曜日

は「昆布巻き」の講習臼となっていま

す　気戯にご利用くたさい

　くわしくは1司センター日向相。炎所

｛中町・≠福神社前・含52－1345｝へ，

　　　〔濯｝3rl髭ン「）、誕生月まで’1

　助成を希望されるかたは、匡1民謡1旗

f呆険や社会侍さ険などを利；伍して医療費

を支契、一．た．あと、　つぎの．要領で．市裕h｝

．事務所．へ中L込んで．1くたさい、

　1．申醐陰咋．市旛制＝’罫務所にあります1

に1ケ．療費ク）、；正日月を・受ける．「ア芝4広いは

すべて銀ll振り込みになり圭すのて．．、

世帯．レ名義の口座が必．要です　．1目求

は、　1で1前にさかク」ぼることがて．きま

す．［乳幼児の1ゲ療費脚J成について

は、所得制限∂もりま．‡

　くわしくはr行福祉幽1事務所1口内辛泉「6

3｝へ．

行政書士の試験

敬老年金を支給

　市は、75歳以上のおとしよりを対象

こ敬老年金を支給していますが、61年

望分を別表の日千て支給します．

1当者には、はがきで．通知しますの

　し聴は、61年1曳T）〒f正｛〔匡馨｝1二F．氏1験をつ．

の要領てで」います．．

1式験其月日■10目26日ll白・　13：【10カ・ら

≦き　　　士揚□し㌧もrl＝本食官2「：皆闘、笛’i詮と県1｝＝褻

　　　　　　別館6「！皆ホール

F式験耽臼1■1掌f箸に・巳・要な・1去令　・伯協気

　　　　　　．誘「【ゴ去、’ご去、1受ま夫、　子f政

　　　　　　1去なヒ．｝　　一．－　・瑠乏’常、戴　　a

　　　　　　作史
’1�f．験ず乏格■「1．i：寄械：を＾；．宅三Lノこカ・’二、　ま

　　　　　　たは1司等L沃L．ゾ≠ノノカちる

　　　　　　　とルしめられたかた　 ゾIIと1ま

　　　　　　ノニ：まナ也ノ∫2ヤjlξ［41「乍ク）2こ．f箸しi

　　　　　　と　して3彗工スLrj勝算：lf∫

　　　　　　正気’拝務を‡日当し’：かた　　一

　　　　　　県知1すか2ク）　たと1司馬．｝二↓吸

引一広報Uゆうが

脳
ん
二
世
糞
蝿

く
め
、
市
民
の
声
ポ
ス
ト
を
庁
舎
玄

関
関
錆
え
讐
・
い
ま
す
。
．
ぜ
・

ゴ
」
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
．

土
6

13

20

27

琉

金
5
1
2
1
9
2
6

木
4
1
1
1
8
2
5

水
3
1
0
1
7
2
4

掌巨象

火
2
9
1
6
2
3
3
0

月
1
8
1
5
2
2
2
9

「1
9

日

零

7

14

21

28

心身障害児の就学相談

　県教育委員会は、心身障害児の巡回

就学：相談をつぎのとおり行います。

　かけがえのない子どもを健やかに育

てるためには、小さいときからそのf・

どもに応じた育て方や治療、教育を行

うことがたいせつです．

　お．rさんの心身の発育に疑問や不安

を感じ、育児や教育について悩みをお

持ちのお父さん、お母さん、この機会

をぜひご利用ください，正門の先生が

たが相談に応じます＝

日　時■1⑪月1日㈹　竿前9時から

会　場■市勤労青少年ホーム（市役所

　　　南側）

対　象■就学前（3歳から6歳まて1

　　　の幼児をお手寺ちの保護者

申L込み・問い合わせ■rlゴ≠校教育課

（費「暗線416）

　医療費を助成
　　　　　　母子家庭・乳幼児
　市は、母r家庭および乳幼児を対象

に医療費の助成を行っています，

　母子家庭

入　院■本人負担額の2臼1jを超える

　　　額
入院外■本人門脇熔貞の丁．IIIを超える客頁

　乳幼児

入　院■本人負担額の2．r・μ．1を超える

　　　額｛満4歳の誕生月まて♪
入院外■本人負打喀頁の丁L111を超える客〔〔



●中央公民館の悩みごと電話相談⑪54－8181（岳週水・土曜日の午後2時から5時まで）

i人・・世帯．・・…・・一

　世　帯　数　　　　18，829世帯　　　　　 25増

　　　　　　　　　　　　　　　　11
　ノ＼　　　　口　　　　59，017人　　　　　 551＼増1
　　男　　　　　　　27，869ノ、　　　　　　24ノ＼増

　　女　　　　　　31，148入　　　　　 31ノ、増
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　国税の無料相談
と　　き　　■9月12目〔駕　　9　；o〔｝一Lヒ．i：〔，o

．ヒころ　　■Hr司商L会譲所
嫌柑鍛：よ電話て・もOKです．．．雪52－513ユ

　　　　熊本国税局宮蝿税務相談室

「書と生け花の合同展示会

　　市書道協会と市華道連盟は、9

　月12日から14日までの3日越、市

　の中央公民館で「書」と「生け花この

　合同作品展示会「．幅．．一瓶展」を開

　きます．

　　展示作品は、書・生け花それぞ’

　れ32点ずつの計64点で、いずれも

　力作ぞろい。会員．一同みなさんの

　おこしをお待ちしています．ぜひ

　ご鑑賞ください、

　　　　　　このコーナーは、市

．夕贈．欝青警歯固

　　　　　までの間に市内11校区

　　　　　の大型店や小売店など．∈ヲ

　　　　　で調べたものを掲載し9

　　　　　たものです。

　小売価絡の状況（率欄）

　　な　　　躍　　　　　物

　　鯛麺翌

　　ユネスコ平和講演会

　日向延岡ユネスコ協会は、9〔6日

の午後6時から市の中央公民館て．平和

講演会を開きます，

　講師は．第2次世界ノく戦後、2年6

か月にわたって行われた極東国際軍事

裁判で日本側弁護団の事務総艮を務め

たりチャード・ハリスさん，約2時問

の講演で．す，みなさんの多数の参加を

お待ちしています，．くわしくは市社会

教育課〔雪内線423）へ，

　　劇・「王さまばんざい」上演

　」’劇団うりんこ”による舞台劇「王

さま：まんざい」が9月16日の’i＝後6時

30分から市勤労青少年体育センター．で

上演されます：主催は市教育委員会と

目向門IIIおやこ劇場、家族そろってぜ

ひごらんください，

　入場料と問い合わせば同劇場事務局
〔南町2の29・君54一一1635）へ。

傑瀬瀬
乳幼児の健康診査

　1歳児
日　 博寺■9月11日　13：吐．｝〔〕一14：D（」臼曳fj．、

廿　象■昭和60年8月評劃L

　1歳6か月主
日　　日当■9】】18「1　13：00－14：〔loIl・そ1・1’1

虻寸　象■日召手06〔1年2月生ま’し

　3歳日
日　 日き■9弓5日　13：〔．）0～14：り〔レ1・受ず．f．

虻ナ　象■日召手l158f幸三8月縛≡まオし

　※場Fi斤はいずれも市民健康管理セン

ター〔容内線716〕です，母r健康手帳

も忘れずに！

　　動物愛護週間・9月20日～26日

　飼い主様へ　鰭謡ノ

　　　わたしをノラ　　　　重

　　　猫1こしないで

　　　ください…。

　　　9月の休日在宅医

7日■．二木医院「産婦・外・胃腸・孜

　　　身†線手斗）　6ゆ54－4468　　F刊中医院

　　　（内・小児科1♂52－2515　協

　　　和病院〔精神・神経科／’54－

　　　2806

14日■鮫島医院！整形外科〕’52－81

　　　91　吉森医院！内・胃腸科｝’

　　　52一．1046　　永「日医匹完r産鉦計ノ＼Fレ）

　　　’52－3388

15日■長田医院（耳鼻・咽喉科）’52

　　　－0266　大久保医院（外・胃腸

　　　科｝’52一．5338　自石病院〔内・

　　　放・ノト1尼・四乎一眠暑犀手キ、　♂じ63－13

　　　65

商　　品　　名 小売相聞

品　目 平均価稻
期　　　　格

萌月平均 当月平均

砂　糖 上白蝋袋入り｝現
　円237 　円235

豆　實 （パック入り｝1丁 72 71

食バン 普通パン　7枚切り 152 149

牛　肉 モモ肉　　　塾oo9
295 288

豚　肉 モモ府　　　1009
152 138

鶏　卵 Lサイズ　10鯛入り
205 198

ア　　ジ 1馳曜度　　1008 87 105

キュウリ 中　　　　豆本
26 23

タマネギ
1009 18 22

キャベツ loo言
27 12

トマト
1008 30 22

灯　　油 配違料込み　旭曜 i，290 1，256

ガソIIン 1ε 133 127

21日　此F亡医院〔外・整外・胃腸科）

　　　♂b52．・5488　日向内科〔内・小

　　　り巳・　胃腸Fい　 4◎52一　‘）R80　　篠1東

　　　医院1産婦司工立科㌔’63．．．10

　　　59

23［！■　 兄÷「け己1うく院　 ．専茎IF多←トf斗1　♂b52　．．

　　　5557　松岡医院　「内科｝’52．一

　　　54〔17　沼日医院〔度・泌尿器科〕

　　　♂じ52．．3785

281i■浦．ヒ医院〔内・外・胃腸FD♂0

　　　52一一2936　　1［1r．1【与ミ院　（耳鼻　’ロ因

　　　喉科〕’52．．2203鮫鳥病β完1「精

　　　神　・1．四手斗1　♂り54　－6801

　※当番医がかわる場合が．ちります、

テレフォンサー．ビ．ス〔容53－1214）で

確認をノ

印
刷
／
藤
屋
写
真
印
刷
抹
式
会
朴

　　■愛のご寄付（敬称略）

　社会福祉協議会へ
　＞rl」崎巧1新財iif’〉大野貞；・1「i』：

佐1　＞椎葉し郎「松原｝　〉西久俣
良則「亀崎中｝　〉佐藤隆唇Ill財光．￥1

　＞森唄賢治r北町｝　〉龍原へ郎ロ｝三

狛　　〉黒木萬！切島llP　＞・1・野信

ヂ〔へ坂：1　＞黒4こ茂肇「瑠ll府・　〉

高橋ミスカf仁宮：1　＞．ヒ1弔司「亀」崎

中1　＞黒田料1有い．長II⊃　〉松．†刮

男2．広見：】

句読点　　　㊥
　お気f・1．きて．しようか？　先1］号

からの新企画「あいら．；ごひ，bうが」

〔9．く一ジ1，このコ．一ナ．一では、

豊かな郷1∵コくりに．．役買ってい

るボラ）ティアのみなさんをこ．紹

介したいk思います．　まちかビて．

見かけるボラニティアは以外に多

いもの　；まら．あなたつまわりに

も…，連絡待．．⊃てま一す，　＜K＞
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